
2.内容をまとめよう｡

○東南アジア交易の発展

(1)ポルトガルの東南アジア進出

a ( 22 )王国を占領(1511)-王国は拠点を転々と移動させて弱体化

bポルトガルは強権的な貿易管理体制をとる

Cムスリム商人は拠点を移動させ,ポルトガルに対抗

-( 23 )王国や( 24 )王国などの諸港,あらたな交易中心地として発展

d大陸部でタイの( 25 )朝.ビルマの( 26 )朝などが米や鹿皮などの特産物

交易で繁栄

(2)スペインの東南アジア進出

a16世紀後半から( 27 )侵略を開始, ( 28 )を根拠地に交易と支配

bアメリカ大陸で大量の金･銀を生産

-( 29 )船で( 28 )とメキシコの( 30 )を結ぶ

C( 31 )は日本銀とともにマカオ経由で中国に流入-海上交易が盛んとなる

(3)1 6世紀末以降の東南アジアの交易活動

a日本の( 32 )がフィリピン･ベトナム･タイに来港

-交易活動,さらに活発化

b香辛料などの特産物がヨ-ロツパで大きな需要
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制と呼ばれる]｡さらに,全国の土地を測量 し,中央集権的

な遠島機構をととのえ,また首都を◎　　　　に移した｡
ゆう

15-16世紀のインド社会では,イスラーム教と⑨　　　　　　　　教との融
ごうふかいくみん

合をはかる信仰が盛んとなった｡そのなかで,不可触民への差別を批判し,人類が

競業的に一つであることを説いた@　　　　　や,愛と献身により神ととも
げだつそ

に生きることでカーストの区別なく解脱できると説き, ◎　　　教の祖となった

◎　　　　　　　が登場した｡

こうした背景のもとで, ⑥　　　　　　　も,信仰と統治の両面でヒンドゥー

教徒とイスラーム教徒の融合をはかり,支配の基盤を固めようとした｡彼はみずか

らヒンドゥー教徒の女性と結婚し,非イスラーム教徒に課されていた◎
みかた

(ジズヤ)を廃止して,ヒンドゥー勢力を味方につけたo
き砂1てい

文化面でも融合への積極的な動きがみられた｡ムガル宮廷にはイラン出身者やイ

ンド各地から画家がまねかれ, ◎　　　　が多数うみだされた｡各地の王の宮

廷では,地方語による作品がうみだされると同時に,それらの作品のベルシア語へ

の蒜説がすすんだ｡公用語の⑯　　　　　語がインドの地方語とまざった

◎　　　　　　　　語も誕生した[現在パキスタンの国語となっている]｡また,建築

においても,インド様式とイスラーム様式が融合した◎
そう1='い

などの壮大な建築が現在に残された｡

デカン高原には, 14世紀に⑱ 王国が誕生した｡
こうえきl二r)1し･o

この王国はインド洋交易をつうじて西アジアから馬を大量に入手して軍事力を高め,

南インドに支配を拡大したo Lかし,イスラーム勢力との抗争によって17世紀には

いると衰退し,その後,南インド各地で地方勢力の自立化がすすんだ｡

2.申牢をまとめよう｡_　　　　　　　】　　　　　･._______lld
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( 1)ムガル帝国の成立

aく1 )の子孫( 2 )が,カープルを本拠に北インドに進出

b( 3 )の戦い(1526)で( 4 )朝を破る-ムガル帝国の基礎

(2)第3代皇帝アクパル(在位1556-1605) -･実質的な建設者

a( 5 )制で支配階層を組織化-維持すべき騎兵･騎馬数とそれに応じた給与

によって等級づけ,官位を与える

b全国の土地を測量して徴税する制度を導入,中央集権的統治機構をととのえる

C首都を( 6 )に移す

(3)イスラーム教とヒンドゥー教の融合-15-16世紀に盛んとなる

a( 7 )-･不可触民への差別を批判し,人類が根本的に一つであると説く

b( 8 )-カーストの区別なく解脱できると説き, ( 9 )教の祖となる

Cアクパルの姿勢-信仰と統治の両面で融合をはかる

[芸三三三二警芸芸至芸…琵琶いた( 1. ,を廃止

(4)インド=イスラーム文化-イスラーム文化とヒンドゥー文化の融合

a絵画-宮廷にイラン出身者,インド各地の画家-( ll )が多数うみだされる

b言語-公用語のベルシア語が地方語とまざった( 12 )語が誕生

-現在の( 13 )の国語

C建築-インド様式とイスラーム様式の融合

-皇帝シヤー-ジヤハーンが妃の墓廟として( 14 )造営

(5)南部の状況-( 15 )王国の盛衰

a14世紀, ( 16 )高原に成立-インド洋交易で軍事力強化　南インドに支配を

拡大

b17世紀,イスラーム勢力との抗争で衰退-南インド各地で地方勢力が自立化

ロインド地方勢力の台頭(教科書P.199)

1.空欄を埋めながら教科書を読んでみよう｡

ィンド地方勢力の台譲熊.ムガル帝国は･_第6代皇帝○
I,/･　　　　　　の時代に最大の領土となったo Lかし,

ちせいちそち11しゆつ

その治世は支配の弱体化がすすんだ時代でもあった｡ムガル支配層は,地租の徴収

を強化しただけで,農村や都市で展開していた活発な商品生産には積極的に関わら
さえ

なかったo　また,イスラーム教に深く帰依したアウラングゼ-ブは,ヒンドゥー教

寺院の破壊を命じ,あるいは○　　　　　を復活するなど.ヒンドゥー教徒を圧

迫して反発をまねいた｡

こうした情勢のなかで.各地で農民反乱が生じ,また地方勢力が着実に力をつけ

て独立への動きを示した｡西インドではヒンドゥー国家の建設をめざす◎

王国が登場し,西北インドではシク教徒が反乱をおこして強大化した｡

18世紀初めにアウラングゼ-ブが死ぬと,ムガル帝国はたちまち解体に向かい,ベ

ンガルやデカンをはじめとして,各地に独立政権がうまれた｡
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2.内容をまとめよう｡

◎インド地方勢力の台頭

(1)第6代皇帝( 17 )(在位1658-1707)-イスラーム教に深く帰依

a領土は最大に,しかし支配の弱体化がすすんだ時代

bムガル支配層は地租徴収を強化したが,商品生産には関わらず

C( 18 )寺院を破壊,人頭税を復活するなどヒンドゥー教徒迫害

(2)地方勢力の動き-独立への動きを示す

a西インド-ヒンドゥー国家の建設をめざす( 19 )王国が登場

b西北インド-( 20 )教徒が反乱をおこして強大化

C( 17 )帝の死後, ( 21 )地方やデカン地方などに独立政権が成立

口東南アジア交易の発展(教科書P.199)

1.空欄を埋めながら教科書を読んでみよう｡

==11.711東南アジア地域では, 16世紀にはいってヨーロッパの
東南アジア交易の発展

J/ 諸勢力があらたに進出しはじめた｡ ○

王国は1511年に優勢な海軍力をもつ②　　　　　　　　　に占領され,王は
き.tてんき上うけん

その後拠点を転々と移動させた｡他方,強権的な貿易管理体制をとる(参

に対して,ムスリム商人たちは拠点を移動させて対抗し,アナェ王国

や③　　　　　王国などの諸港があらたな妄岩中心地として発展したoまた

大陸部では,タイの○　　　　　　　朝やビルマの⑤　　　　　　　　　朝など
しかがわ

が.米や鹿皮をはじめとする特産物交易により繁栄を続けた｡

ポルトガルにつづいて東南アジアに進出したのは,スペインであった｡スペイン

は16世紀後半からフィ.)ビンへの侵略を開始し, ◎　　　に諒猿島をおいて

交易と支配をおこなった｡スペイン支配下のアメリカ大陸で大量の金･銀が生産さ

れるなか,マニラはメキシコの⑦...　　　　　　　と◎　　　　　　船によ

って太平洋をこえて結ばれた｡マニラは中国をはじめとする南シナ海諸地域とアメ
きぬ

リカ大陸とのあいだの重要な中継拠点となり.ここからアカプルコへは中国産の絹
とうじきめんぷ

や陶磁器,インド産綿布などが,アカプルコからは大量の◎

がそれぞれ運ばれたo ⑨...　　　　　　は,日本銀とともに.ポルトガルが

拠点をおく⑩　　　　　などを経由して中国に流入することとなり,海上交易は

盛んになった｡

16世紀末以降,日本は⑪..….　船を盛んにフィリピン･ベトナム･タイなどに

来航させたこともあって,東南アジアの交易活動はさらに活発化した｡またオラン

ダやイギリスなどの国々も. ◎　　　　　などの特産物がヨーロッパにおいて大
じゆよう

きな需要があったため. ⑱　　　　　　　　　　　を設立して交易活動に参加し

はじめた｡オランダとイギリスはたがいに競争しながら,ポルトガルやスペインを

おさえ,東南アジアからインドに勢力をのばしていった｡
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